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今日お話しようと思っていることは、「学校林現況調査報告書」につ
いて、学校林保有校、学校林の現況がどうなっているのか、それが
どう利用されているのか、そして最後に今後の課題についてふれて
いきたいと考えております。

☆学校林現況調査報告書
（平成18年調査）

☆学校林保有校・学校林の現況
☆学校林の利用状況
☆今後の課題

１．学校林保有校・学校林の現況について

①学校林面積推移（１９７４－２００６）

「学校林現況調査報告書」は国土緑化推進機構が１９７４年から５
年毎に調査を実施しています。

学校林の面積については、１９７４年から減少し

 

ており、現在は２万ｈａとなってます。面積で割合の

 

大きいグリーンの部分は高校です。
高校は１校当たり平均５ｈａ程度ということで非常

 

に面積が広い。なぜかというと林業高校という形で

 

演習林で持っていたりということでかなりの面積を

 

持ってないとできないところがあります。
学校林の面積はどこで減っているのかというと小

 

学校・中学校のところでかなり減ってきています。

学校林面積推移(1974-200
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②学校林保有校の割合

学校林保有校の割合では、都市部に少なく、それ以外のところに学校林が多いということ

 

になります。

学校林保有校の割合

③学校林保有校数の推移

学校林保有校数推移(1974-2006)

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

1974 1980 1985 1991 1996 2001 2006

小学校 中学校 高校 その他

面積が半分近くまで減ってきていますけども、小学校中学校足したところを見ますと１９８０年
で５０００あったものが現在は３０００を切るというとこまできています。
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④学校林設置年の推移

一体いつ頃設置されてるのかということですが、実際にはもっと古いところはあると思います
が、１９５０年代頃に緑化運動が盛んに行われていた時に学校林が設置されていることになり
ます。その他最近少し設置が増えているのは、最近になって学校林が見直される傾向にある
ということが言えると思います。しかしレベルとしては１９５０年代の設置に比べるとずっと少な
いということになります。

⑤学校から学校林までの距離 1　校地内
346：9%

2　隣接地
290：7%

3　1km/徒歩
20分以内
333：8%

4　それ以上
2926：73%

5 不明・無回答
101：3%

今日の報告では学校林が隣接しているであるとか、
校地内にあるというような報告が多かったと思います
が、やはり利用するために近くにあるというのが重要
なポイントになります。

遠いところにわざわざ出かけて行って泊まりがけで
やるという報告が今日ありましたが、なかなかこれを
やるというのは地元あるいは市町村等の理解がない
となかなかできないということになります。

これを見ますと４分の３が１キロないしは歩いて２０
分はかかるということで利用するのはなかなか大変
というところになります。
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⑥学校林の樹種

樹種についてはスギが６７．５％とありますが、円グラフで６７．５％であれば半分超えてな
くてはならないのですが、これはそれぞれの樹種を全部出して、％は学校林の数４０００で割
っていることになるわけです。ですので、スギもあるヒノキもある広葉樹も生えてるという学校
が勿論ありますので、そういうところは重ねて数えているということになります。ですからこれ
は数値を見るときと円グラフを見る時と複眼的に見ていただきたいというグラフです。実際に
はヒノキ、マツ、スギヒノキマツ類というような針葉樹という回答があったのが６８．４％です。

スギヒノキだけというところは利用するのに知恵が必要だということがあります。広葉樹もあ
る、針葉樹もあるというのが２４．９％。４分の１くらいは両方あると。広葉樹のみだというのは
４％となっています。学校林の利用を考えると針葉樹と広葉樹をうまく利用するということを考
える。又は７割の学校林では針葉樹しかないわけですから、針葉樹をどうやって活かしていく
のかが重要なポイントとなります。実際にスギヒノキは材としての利用ができますので、そちら
の方からの活路を見出していくことを考えていかなければいけないのではないかと思います。
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g.その他, 362, 9.1%

e.竹, 216, 5.6%

f.果樹, 143, 3.6%

a.スギ, 2697 67.5%

b.ヒノキ, 1486,
37.2%

c.マツ類, 1371,
34.3%

d.広葉樹, 955,
23.9%

⑦学校林の所有形態

学校林をどういう形で持ってい
るかという問いに対しての答えで
すが、これも学校の所有が４２％
それから分収林等の契約でやっ
ているものが３０％あります。

借地のような場合であっても借
地の期間が切れるという場合に
あってもこれを更新していくのが
なかなか難しいので、このあたり
の問題を抱えている学校も多い
ということになります。

4　使用許可・利用協
定による使用, 367：

 9%

6　無回答, 125：3%
5　その他, 89：

 2%
1　学校の所有, 1680：

42%

2　分収林等, 1190：
30%

3　借地等, 545：
14%

⑧学校林の管理体制と頻度

これはどの程度利用されているのかですが、これは５年に１回ではなく年に１回５番目という
ことです。年に１回というところが約半数です。それから数年に１回という所もあります。

季節毎とか学期毎という形で使ってるのが３割。誰が管理をしているのかということになる
と、教職員が４割、児童生徒が１５％、保護者に参加してしただいているのが３０％、市町村
が１０％。このあたりで管理を実際にやっているということになります。

（複数
回答）1.7%44.7%48.1%30.7%5.6%2.1%3.9%

6917861921122722583157合計

5.8%2311261745022210l.その他

3.6%14522856292226k.個人

1.3%52122189200j.企業

1.6%641161522820
i.市民団体、NPO法
人

5.4%21758573364311
h.共有林団体、地縁
組織

13.2%5291526114997421
g.森林組合、林業団
体

1.3%5223686000
f.国の機関（国有林
等）

1.5%604221611502e.都道府県

10.1%4031024110046204d.市町村

29.3%11731138651123110519c.保護者

24.5%9801216374269582339b.児童生徒

39.1%15625412527421884465a.教職員

合計その他
6 数年
に一回

5 年に
一回

4 学期、
季節ご

と3 毎月2 毎週
1 ほぼ
毎日

（複数
回答）1.7%44.7%48.1%30.7%5.6%2.1%3.9%

6917861921122722583157合計

5.8%2311261745022210l.その他

3.6%14522856292226k.個人

1.3%52122189200j.企業

1.6%641161522820
i.市民団体、NPO法
人

5.4%21758573364311
h.共有林団体、地縁
組織

13.2%5291526114997421
g.森林組合、林業団
体

1.3%5223686000
f.国の機関（国有林
等）

1.5%604221611502e.都道府県

10.1%4031024110046204d.市町村

29.3%11731138651123110519c.保護者

24.5%9801216374269582339b.児童生徒

39.1%15625412527421884465a.教職員

合計その他
6 数年
に一回

5 年に
一回

4 学期、
季節ご

と3 毎月2 毎週
1 ほぼ
毎日
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⑨学校林の設置目的

学校林の設置目的はどういうものであるのか。
これもまた数値の方は４０００で割ってますので
学校の基本財産として、又は建築年材の資材と
してということで立てているのが６０％ということ
で６割の学校は財としての学校林ということを考
えておられるということになります。教育の方に
使うという点では色々な形で使われてる点です
のでわかると思いますけども、林業教育それか
ら環境教育というところでそれぞれ２割、それか
ら課外活動が２割弱、教科教育で使ってるとい
うのが１５％というような形で色んな形で一生懸
命どうにか使おうということで作られているという
ことなんだろうと思います。

　1　学校の基本財
産、建築・燃料資材

 2406：60.2%

　2　林業教育
 832：20.8%

　3　教科教育
 576：14.4%

　4　環境教育
 852：21.3%

　5　課外・特別活動
 744：18.6%

　6　その他
 271：6.8%

⑩学校林の今後の方針

学校林を今後どうしますかというものを聞いたことに対してです。
縮小・廃止というのが残念ながら１５％あります。現状維持が８割。拡大というのが０．６％、
むしろこれがあるのが素晴しいなと思いますけども、廃止ないし縮小していくんだということを
どうしてですかということを聞いているんですが、それに対する答えとしては、当初の目的を
無くした、あるいは当初の目的を達成した。それから借地・分収契約利用協定の期限が切れ
る。多分１番と２番というのはかなりの意味で重なっていると思います。管理が大変であると
いうこと。それから木材の価格が低くなってきたので財産としての目的が果たせないというこ
とだろうと思います。

現状維持
 3270：81.8%

拡大
 22：0.6%

縮小、廃止
 621：15.5%

不明・未回答等
 83：2.1%

縮小・廃止の理由 2006

　1　当初の目的を喪失（もしくは達成） 403 64.9%

　2　借地、分収契約、利用協定の期限切れ 152 24.5%

　3　管理が負担 333 53.6%

　4　土地を学校の他の施設に充当 7 1.1%

　5　開発等、学校外での土地利用変化 13 2.1%

　6　その他 81 13.0%
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２．利用状況について

①学校林の利用の有無

こうした中でどれぐらいの学校林が利用されてるかということですが、利用ありが３０％、３割
の学校が利用していることになります。

都道府県別に利用率を見ると、学校林利用率が高いところは首都圏、愛知、大阪というところ
が実は利用率が高いんです。学校林がある割合とちょうど逆のような形になる。

これは一つには距離として敷地内あるいは隣接地の学校林の割合が高いところというのが埼
玉県、神奈川県、千葉県、沖縄県、愛知県、茨城県、東京都というところが実は高いんです。

ですから利用率の高いところというのは近くに学校林がある。だけど学校林の割合としてはも
っと低いということですから学校林使うために近くに作ってきたという所が言えると思います。

利用あり　1260
32%

利用なし　2686
67%

その他無回答　50
1%

学校林利用率

70％以上

利用できない理由

遠距離

 

38.2％

時間確保

 

33.3％

管理困難

 

38.2％

都道府県別の利用率

②利用内容と頻度

5.4%9.5%14.7%8.4%23.0%19.2%38.0%

2173815883349207671519合計

35%13941141431731401621415216 数年に一回

33%13314270239752441145475 年に一回

35%1393219013790381365309
4 学期、季節
ごと

7%27551515186981723 毎月

4%1662201074751292 毎週

4%16733431441715411 ほぼ毎日

g.その
他f.課外e.特別

d.生徒
会c.総合b.教科

a.維持
管理

5.4%9.5%14.7%8.4%23.0%19.2%38.0%

2173815883349207671519合計

35%13941141431731401621415216 数年に一回

33%13314270239752441145475 年に一回

35%1393219013790381365309
4 学期、季節
ごと

7%27551515186981723 毎月

4%1662201074751292 毎週

4%16733431441715411 ほぼ毎日

g.その
他f.課外e.特別

d.生徒
会c.総合b.教科

a.維持
管理

どれぐらい使われてるのかと言いますと、やはり季節毎、年に１回、数年に１回という形での利
用がまだまだ多いということになります。利用の内容を見ると、維持管理ということで３８％とい
う数値なんです。利用がありますかと聞いたときには３０％だったわけですから、維持管理とい
うのは利用と言えるのかどうかということになると、これは管理であって利用でないというのが
実は多いのではないかと思います。総合的学習での利用が２３％ということで非常に多い、教
科や生徒会、特別活動、野外活動でも使われてますが、総合的学習の時間で使われるという
のが非常に大きいということです。これは現在総合的学習の時間の見直しが考えられてます
ので、折角学校林というようなところを使って体験的に学ぶということを潰してしまうとしたらこ
れは非常に残念だと考えております。
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③活動種類の順位（２００１年調査との比較）

順位 活動種類 実施数 増減 増減率 順位 活動種類 実施数 増減 増減率
1 下草刈枝打ち 1144 +163 14.2% 22 絵を描く 77 +21 27.3%

2 植物観察 859 +163 19.0% 23 山菜茸採り 71 -9 -12.7%

3 植林・植樹 484 +107 22.1% 24 腐葉土作り 70 -10 -14.3%

4 森林の機能 468 +85 18.2% 25 地域調査 65 -8 -12.3%

5 動物観察 303 +92 30.4% 26 ビオトープ 61 +41 67.2%

6 清掃 298 +78 26.2% 27 基地 52 -13 -25.0%

7 植物採集 290 +55 19.0% 28 オリエンテーリング 45 -9 -20.0%

8 森林教室 280 +75 26.8% 29 僕の木私の木 42 +1 2.4%

9 散策 248 +47 19.0% 30 登山 38 +2 5.3%

10 植物調査 186 -1 -0.5% 31 体育 36 +3 8.3%

11 椎茸栽培 179 -17 -9.5% 32 動物調査 33 -8 -24.2%

12 巣箱 147 +35 23.8% 33 マラソン 32 -4 -12.5%

13 その他 129 -8 -6.2% 34 その他栽培 29 +3 10.3%

14 工作 122 +49 40.2% 35 キャンプ 28 +5 17.9%

15 名札 122 +41 33.6% 36 料理 24 -11 -45.8%

16 探検 120 -5 -4.2% 37 読書 14 +6 42.9%

17 森で働く人 114 +38 33.3% 38 詩を作る 10 +1 10.0%

18 ゲーム 84 +9 10.7% 39 音楽 8 0 0.0%

19 動物採集 84 +26 31.0% 40 山小屋作り 7 -5 -71.4%

20 炭焼き 81 +6 7.4% 41 養蚕 1 -1 -100.0%

21 測樹 81 -36 -44.4% 42 陶器 1 0 0.0%

活動種類、どんなことを活動しているのか、約４０種類に○を付けてもらいました。
それをみますと軒並み増減率のところを見ると数が増えているんです。ですから学校林をどう

にかうまく使おうという所が現在増えてきていると思います。
５年前の調査に比べると５％ポイントほど高くなってるので学校林を利用しようというのがここ

５年くらいで浸透してきている。
それをうけて個々の値も高くなってきているということではないかと思います。

④木材利用の有無

特に針葉樹が多いので、木材としての利用があるのかどうか聞いたのですが１８％ということ
で学校林の場所としての利用が３割に対して木材利用が１８％は結構大きいと思います。

どんなふうに使っているのかと聞きますと、木材を売却して学校運営に寄与が８．５％ですか
ら随分あると思います。その他に机・椅子・本棚・遊具の製作ですとか図工等の材料として使用
というのが５％ということで結構あると思います。

無回答
328：8%

なし
2945：74%

あり
723：18%

3.9%1575 その他

5.0%198
4 図工や美術、技術科等で、

工作の材料として使用

4.5%1783 机、椅子、本棚、遊具の制作

0.8%31
2 校舎建築・改築に使用（構

造・柱・内装等）

8.5%341
1 木材を売却して、学校運営

に寄与

3.9%1575 その他

5.0%198
4 図工や美術、技術科等で、

工作の材料として使用

4.5%1783 机、椅子、本棚、遊具の制作

0.8%31
2 校舎建築・改築に使用（構

造・柱・内装等）

8.5%341
1 木材を売却して、学校運営

に寄与

木材利用の内容
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⑤利用上の問題点

利用上の問題点でどういうところ
があるのかと伺いしたところ、一つ
は指導体制あるいは知識というソ
フト面の問題が２３％、それから教
育時間の確保の問題、安全管理が
２７％ということで、遊具・トイレ等の
施設整備の問題より、まずはソフト
面でのサポートが大きい数値にな
っています。

教職員の森林に関す
る知識、指導体制

1507：23%

教育時間の確保
2076：31%

安全管理
27%

遊具、トイレ等の施
設、設備

12%

その他
7%

⑥学校林への支援者

学校林へどういう方が支援してい
るのかということですが、これを見ま
すと森林組合・林業団体が１２．７％
ということで随分やっていただいてます。

そういう意味からいうと林野行政からのバックアップが大きく効いていると思います。
市町村あるいは都道府県、これは勿論行政ですので特に文科行政からくるような面での支援

というようなことが大きいのではないかと思います。
それから支援組織・地元の人達の力添えが大きいというのは明らかだろうと思います。

　森林組合、林業団体 506 12.7%

　市町村 487 12.2%

　都道府県 348 8.7%

　財産区、地縁組織等 278 7.0%

　市民団体、NPO法人、助成財団等 148 3.7%

　個人 126 3.2%

　その他 104 2.6%

　国（国有林等） 84 2.1%

　企業 15 0.4%

⑦利用に対する支援

支援がある所と、支援が無い所で利用があるのかないのか聞いたのがこれですけども、
これを見ますと、支援ありという所では利用ありというのが６０％ということです。

ですからやはり支援をしていただける所では利用が進むというのはこれは当然の結果と
してあると思います。

支援あり 支援なし

利用あり 1260 759 60.2% 398 31.6%

利用なし 2690 398 14.8% 2076 77.2%

- 32 -



３．今後の課題について

【これまでの学校林】
（１）財産目的で設置される
（２）教育利用は時代によって異なる

（植林→林業教育→環境教育）
（３）所有は旧村単位の村もしくは学校であった場合が多い

（現在は現市町村、財産区などに移管）

【新しい学校林】
（１）教育利用を第一義とする

（財産目的を持っていない場合が多い）
（２）教育利用の中でも環境教育利用が多い
（３）総合的な学習の時間で利用されることが多い
（４）所有者は都道府県、市町村、私有地など様々

（その形態にはこだわらない）

私共こういうふうに調べてきて、どう
も新しい学校林というのが最近出来
てきているのではないかと思います。
これまでの学校林は財産目的で設
置されてきたということですけども、
新しい学校林は財産目的というより
教育目的を中心に、それから教育の
中でも環境教育利用ということを考
え、総合的な学習の時間で利用され
るという形の新しい学校林ができて
きている。
遊々の森も新しい学校林の正に代表
格であると思います。

どうやってみんなで盛り立てていくかというこ
とを考えますとこのような主体が考えられると
思います。
学校、行政、機能的地域組織ということでPT
Aや学校後援会です。

包括的地域組織は正に場所ということだけで
できている支援組織。財産区、自治会がこれ
にあたると思います。
それから市民活動団体もあると思います。

学校林の管理と利用

行政組織行政 学校

学校林

市民活動
団体

包括的
地域組織

機能的
地域組織

教
育
的
組
織

地縁組織

まとめてみると、教育的組織として学校がありPTA
のような機能的地域組織がある。支援組織の中には
包括的な組織もあり、市民団体は支援組織より外に
でてるかもしれません。

必ずしも支援だけで市民団体あるわけではないの
で、ちょっとはずしたほうがよかったのかもしれません。

学校林管理型：隣接

学校

学校林
■：管理
■：利用

距離との関係を考えると、学校林に近
い場合は学校で管理することができるわ
けです。

利用も勿論学校がやる。こういう形でや
っていくことができると思います。
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機能的地域組織管理型：１ｋｍ以内

■：管理
■：利用

機能的
地域組織

学校林

学校 少し離れてくると学校で管理すること
はなかなかできないということで地域の
方の援助ということが必要になってくる
ということで、こういう形の場合が多いと
思います。

包括的地域組織管理型：１ｋｍ以上

学校

学校林

包括的
地域組織

機能的
地域組織

■：管理
■：利用

更に離れてくると、これは地域ぐるみ
で守っていただかないとなかなか成り
立たせることができないだろうと思いま
す。

市民活動団体管理型：１ｋｍ以上

学校
行政

学校林

市民活動
団体

■：管理
■：利用特にこれは都市近郊の場合には支援組織がなかなか

機能しない場合はNPO等の市民団体にお願いする形
でやっていく。そういう形で管理することがでてこざるを
えないであろうと思います。

学校林で活動するためには、長期間で考えていかなければいけない。ところが学校を構

 

成している人は主要には生徒、児童。児童の場合でも６年経ったら卒業してしまうわけです。
卒業してしまうと学校林から離れてしまうというような形になる。学校の先生も昔は何年も

 

いる名物先生がいましたけども、最近は先生も移っていく。そうすると学校林を長期に渡っ

 

て守っていくためには、先生にも勿論頑張っていただかなければいけませんけども、地域ぐ

 

るみでやることを考えてやっていかなければいけないだろうと思います。それがこれからの

 

学校林を考える上で重要な点だと思います。
二つ目は木材の利用を考えていただきたいということです。リサイクルということで小さい

 

形でもう一度使うという形の再利用でリサイクルですとかリユースというようなことで、これは

 

私は小さい循環だと思います。もっと大きい循環では森林を入れて木をもう一度作る。
二酸化炭素まで戻ったやつが水についても森を通して流す。流すためには何を使ってる

 

かというと太陽エネルギーを使ってまわしてるんです。この大きい流れのところまでもって行

 

くというところにぜひ学校林も一肌脱いでいただきたいと思ってます。

まとめ
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先生方の意見交換会（第１グループ）

第１グループ

司会：永田教授
先生：朱鞠内（八木橋）秋ノ宮（柴田）山木屋（阿部）境（細川）

成実（田中）小田（田村）屋島東（篠原）

主催：田中（オイスカ）石橋（林野庁）

先生）我校の課題は遊々の森活動が年４回の単発となっていることです。本校では学校林を持って
いないことで教育課程にも入れてなく、総合学習の中でも森林ばかりとはなってないので、ど
うしても年４回の単発となってます。遊々の森はすぐ近くにありますが、傾斜が急ですし、森林
管理署の方で伐採をマメにやってもらってないと、児童が入った場合に危険な場所です。夏は
ハチ等が結構出ますので、完全防備等の安全管理の課題があります。また、森林に対する教
育の視点をどこにおくのか。自然についてか、森林が持ってる環境面なのか、学年によって観
点を整理して、学年毎に段階的に教育課程にどう森林を位置付けるかが課題と考えます。

先生）本校は学校林が遠いため活動が年に２回程度で、主な活動は１年生が親子で植樹、他の学年
は下刈りとか雪起こしなどです。また講師の方から森、川、動物のことを教えていただいたり、
除伐等を体験させています。本校の課題は、学校の統合によって学校林がどうなるのかと地
域の方々からも心配されているところです。また私たち職員の異動によって折角積み上げてき
たものが無くなってしまうというところがあげられると思います。うちの学校林は昭和３３年から
計画的に学校林として活動してきていますが場所も限られていて年々植樹をするところがなく
なってきています。また児童数の減少によりこの後どう活動していくのか心配しているところで
す。

先生）本校は３つの学校林があります。主に活動しているのは第２親子
の森で植林や下草刈りといった活動をしています。第１親子の森
はかなり前からやってますので、手入れもしてないので来年から
除伐等の手入れをしなければならないのですが、お金の問題だ
とか、どこに頼むかの課題が上がっています。学びの森は近いの
で色んな利用の仕方があります。教科とかクラブ活動で楽しむた
めの活動もあるので、学校全体として子供たちに環境問題を考えるとか、森に親しむという大
きな狙いから活用していければと思っています。まずは食べて楽しむとか、遊んで楽しむとか、
そういったところを切り口としてアドバイスを受けながら、総合的な学習として自分なりの課題
を見つけながら調べる、学習につなげていき、体験を通しながら学習の方につなげる計画立
てをしていきたいと考えてます。

先生）私たちの学校林は子供たちが非常に親しんでいて、昼休み時間等よく遊びに行っています。学
校林の中に大型の木製アスレチック遊具が１０台程あります。昭和６０年に記念事業として設
置されたものですが耐用年数が限界に来ています。今８台程夏休みに入る前に使用禁止にな
りました。撤去するにも数百万円単位のお金がかかるため撤去もできず、新しく設置するには
１千万近くかかるということで、今一番非常に問題になっています。現在今後の対応について
検討しているところです。学校林も樹齢８０年近いアカマツで昨年立ち枯れが落ちてきたら危な
いということで昨年から手入れを少しずつ町に依頼してお願いしてましたが、大型クレーンでの
作業ということでかなりの費用がかかります。本当にお金の出所がないところです。また子供
たちが色んなものを楽しく作った作品を卒業した後どうしていくのか？現在は既存の委員会の
中で整備担当という仕事を増やすことで解決の方法を図っていますが、非常に労力の要る仕
事なので苦労しているところです。
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先生）本校では総合学習で遊々の森または住んでいる地域の自然で森林を大切にしようというカリ
キュラムで学習しています。ただ文科省からは一つの単元ではない部分や福祉教育と言わ
れてますので環境教育と自然を含め、年間７０～８０時間を総合学習の時間として使ってます。
本校の課題の一つは、森林教育について中学年の勉強としては成立しても、高学年は地域
の文化的なものということで総合学習の制度的なものでカリキュラムに取り入れていくのは難
しいという問題があります。もう一つの課題としては、今学校は昔と違い危機管理が優先なん
です。子供を山に連れて行くために教師の人員配置、地域の人の協力、ヘビやハチ等の環
境対策を講じているのが現状です。更に雨が降った場合は全部中断になりますので、延期す
るにも延期する日がとれない。しかも歩いて２０分程度かかりますので、活動できる時間は１
時間程度です。本当は総合の６時間分くらい使って活動したいと思うのですがトイレがないん
です。簡易トイレを持ってくるわけにもいきませんし、山の中でということにもなりません。子供
たちに森林を楽しい場所として自然の中で遊ばせてやりたいと思うんですが、トイレを設置す
るにも資金がありません。それと先生は転勤がありますが、現在は地域の方が関わりを持っ
てくれてます継続できています。しかし地域の方の協力が得られなくなった場合に先生のみ
で継続できるのか心配しているところです。

先生）本校の活動は学校林ではなく遊々の森です。４つの小学校と中学校が利用しています。課題
の一つは場所です。３～４ｋｍ上がったところですが、非常に急でクネクネしておりますので、
子供たちを歩かせるのは非常に時間がかかります。車で行くにしても１台で行けませんし、マ
イクロバスも上がりきれない急な地にありますので、頻繁に行くことはできません。２つ目の課

題は、ハチやヘビ、熊が出没します。安全面での体制
を整えなければいけないということもあります。活動を
計画する上での課題としては、活動の時間確保が難し
いです。総合的な学習の時間と結びつける必要があ
るますが、地域の文化を継承していく特色をもってい
ますので、５・６年生はそちらの方を一生懸命やってい
ます。３・４年生で森に関わる活動を考えてますが、遠
いであるとか子供達がまだ小さいであるとかで活動が
思うように行きません。校庭内にある築山を使って森
林で学んだことを築山で同じように活動してみようとい
うこともやってますが、職員の知識がありませんので

色んなところと連携をとらなくては活動が進められないという点で、森林管理署と森林組合と
では管轄が違うのでお互いに話をかけた時にお互いに遠慮される面がありまして、どっちに
お願いしたらと思ったりするんです。

先生）本校がすごく恵まれているのは学校の運動場のすぐ横にみんなの森という学校林があること
です。子供達が日常的に休憩時間に遊ぶとか、何かの学習で森に出かけていくことができま
す。子供達が遊べる範囲は狭いのですが自由に行く事ができる恵まれた森があります。そこ
で休憩とか観察とか材料集めとか、総合的な学習のテーマを成実の自然を見つけようという
ことで、自分たちの森から出発して、色々木の事調べたりとか名前を付けることで、プレート
作りに取り組みました。それからカブトムシの事とかサケのこととか色んなことが繋がってきて
特に計画したわけではありませんが色々偶然に広がってきてとても満足した活動ができたな
と思っています。課題としては、担任に任されてる部分があるので、この学年でこれってもの
がないので、担任とか子供たちで考えて活動を組んでいくことが多いので、今後どうやってこ
の森に関わっていったり、自然の森の状態を残しながら子供たちの楽しい活動ができたらと
思ってます。
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司会）一通り発言をしていただきましたが、今までの発言で色々
とご質問があると思いますが、どうですか？
これはもう少し聞きたいとか。

田中）学校林活動を継続していくということについての提案なん
ですが、私たちオイスカでは山梨県で学校林活動を推進
してきましたが、先生方と同じ悩みを持っておられて、そう
いった中で学校林検討委員会を先生方だけでなく、行政
の方や地域のボランティアに入ってもらいチームを作って
活動してきました。私たちはその地域に運営的に存在している団体ですから転勤というのは
ありませんが、行政の方や先生方は転勤ということで、どうしても継続ということが困難で、意
識のある先生が、熱心な先生の時はとても活発だけどもという問題もありますし、また、山は
継続して手を入れなければ維持ができないところがありますので、そういう意味で委員会形
式を取り入れて、私共オイスカや行政及び地域の自治会の方たちでチームを作りました。そ
うしますと先生方が変わっても学校林活動の継続性が生まれてくるのではないかと考えます。
また総合的な学習の中でそれだけをやってられないというお話がありましたが、次に提案さ
せていただきたいのが、私は森の中には地域の文化があると思うんです。探していただくと必
ずそこの名前を付けた何とかの森っていうのがもしあったとしたらその名前がなんだったのか
地域の部分を掘り下げていくと、そこに文化があったり、それからもう一つは、森林とか生物と
か植物とかの理科系だけでなく、森の中でコーラスの発表会をしたり詩を書かせたり短歌を
作らせたり、もちろん絵を描くことは森に入ればいくらでも描けます。ですから総合学習だけで
なく、そういったことでフィールドを使っていく。距離の問題であるとか課題はありますが、いく
つかの教科をまとめて時間を調整していくようなことで、地域の方との関わりも取り入れてい
ただくといいのかなと思います。

先生）図工の学習の時間で使ったりとか、絵を描きに行ったりとか、そういうのではよく使っています。
すぐそばにあるからすぐに行けるのでそういうところはいいです。

先生）うちも近くにあるので低学年の子供達が基地を作ったりして、そこに作品を作って飾ったりして
幼稚園の子供を呼んできて見せたりとか、そういうふうにしてやってます。

田中）御提案したいのは、先生方が一生懸命頑張ってらっしゃって、先生方が頑張りすぎると続かな
くなりませんかということで、楽できる方法と言いますか、単なる森の林業というところだけで
ないフィールドとしての発見をしていただくともうちょっと使い勝手が良くなると思います。地域
の方や行政の方と仲良くしていただくと、例えばここは林道だから通っちゃいけないだとかい
ろいろあったりする時にも、行政の方がそこに入っていただくと知恵を授けていただけます。

石橋）山ということで一般の人は全く知らないのが普通の世界なので、そのような中で我々ですと森
林管理事務所とか、森林組合と森林管理署との話もありましたけども、あと一番身近なところ
は市町村の産業課などの林業を担当しているところがありますので、そういうところに少しで
も話をかけていただければ、色んな助成のタイプがございますので、市町村で持ってる場合
もありますし、緑の募金では県のほうで持ってますので、そういうこともご相談いただくと、助
成という意味では一番早く進むと思います。国有林が近くにあれば森林管理署の方にお声か
けいただければ、お手伝いしたいという方が多分たくさんおられると思いますのでぜひ声をか
けていただければと思います。

司会）学校林というのは文科行政と林野行政の間にあるようなことで抜け落ちてしまうことがありま
す。やはり学校の先生方は文科行政なので、なかなか林野行政の情報が得にくいと思いま
す。どこにいったら情報を得られるかというと、やはり市町村の農林課というようなところに聞
くのが一番近い気がします。それから森林組合というのは森林所有者の協同組合となってま
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すが、実態的に市町村の方が事務を取り扱っていたりと、かなり行政に近い面も持ってます
から、森林組合にもあたっていただくというのがいいと思います。もちろん森林管理署が近く
にあれば森林管理署にあたるというのもいいと思います。課題を整理するということで、まず
ハード面の課題で、学校林が学校から遠いことを上げられているのが２校ありますけども、多
分他の学校でも遠いというのが課題という学校も多いと思うのですが、このあたりいかがです
か？

先生）遊々の森は近いと言っても行くまでに１時間以上かかるので、小学校の教育活動をする場と
しては不適切な場所ということになってしまいます。森林管理署の方が話を持ってきてくれる
時はやはり近い場所をいただきなと思います。また、私の県では近くに遊々の森で活動して
いる学校がないので情報交換が出来ません。学校同士が声かけるというのはなかなか難し
いです。近くに３つの小学校が一緒に活動すればとは思いますが、我々から声かけするとボ
ツになる可能性が高いので、森林管理署の方から、何かいい条件を出していただいて３つの
学校が活動出来たら森林環境教育の活性化にもつながるような気がします。今日の活動報
告や意見交換でメリット面がかなり聞けたのでそれを情報として活動する小学校を増やして
いただければと思います。

司会）距離は交換できればいいんですけどね、難しいですよね。

田中）距離の問題で、今、里山にある民有地には手入れが行き届かない森林が数多くあります。そ
ういうところに学校林の代替地みたいな感じでやれる森林を作ってくださいと私共県とか市と
かに申し上げているんです。なかなか実現しませんが、民有地の管理を問い合わせしていた
だいて、県や市町村が動いてくれると意外と出来ると思います。学校のために市で買い上げ
て使えるような力強い助成システムを作っていただくと意外と出来るのではないかと思うんで
すけども。

司会）千葉県では教育の森という制度があって、県が地主と契約するというようなやりかたをやって
ますね。あと長野県飯田市も、あそこは学友林という言い方をするんですが、市内の全小学
校が学友林を持っているというのが市の方針にあって、そういう形で新しい学校林というもの
をやってます。やはり近いところということが大きなポイントとしてあるように思います。そうす
ると情報の交換もできるということです。お互いに学校同士の情報交換もやっていく必要があ
るでしょうし、それから行政との連携を深めていくことも必要だと思います。

先生）今思ったのですが、町内に小学校が２校あって、２校とも森林管理署のほうで出向いてそれぞ
れの場所でもって森林教室やってます。ですが情報交換ということでは、どちらの小学校でも
情報交換できてません。情報交換によって連携にもなると思いますし、もう一つ思ったのが森
林管理署が管轄するのは国有林であって大学の演習林というのは大学の管轄ですよね。
我々はどこまでが管轄がどうなのかということはわかりませんけども、大学の演習林で森林
教室をやってもらえたらまた違った内容がやれるのかなと思いました。そして森林管理署の
ほうはとても一生懸命やっていただいてます。先日もやった後で、最後は暑かったのでジュー
スをいただいたのですが、それが紙で作ったペットボトルで、カート缶と言うのかな、初めて見
たんですけど、あーこんなのもやってるんだとわかって、だからネタとしてはすごくいいものが
ありますので、あとは我々が受け方をどう整理するのかが重要だと感じました。

司会）今演習林の話がでましたけども、実は昔、ある小学校がうちの学校林は東大の演習林ですっ
ていうことがあって、どうなってんだろうと、そうしたら当時は演習林の技官の人がその小学校
と契約して教室やっていいよってことで中に入って野鳥観察をしたり色んな事やってりして、
ずっと継続的にやってるということがありました。ですから演習林の中でもそういうことに関し
ては、そういう人と繋がりをもっていただけるといいんじゃないかなあと思いますね。
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田中）今日の情報は結構力になると言いますか、森林管理署や市町村のような機関は特に親切で
す。ですから、そういうところに投げかけて、こういうことがやりたいんだけど手伝ってもらえな
いだろうかということをなさると今結構動いていただけると思います。先生方はものすごく忙し
いと思うんです、実際には助成金あっても出す助成金の書類は非常に多くてややこしいです
から、それでいらないと言いたくなるくらい面倒なものがありますから、ぜひ行政の人達と仲
良くなっていただいてハンコ付けばいいような書類を作ってくだる方が必ずいらっしゃいます。
本当に林務行政の方々は結構ご熱心な方が多いもんですから、そういうものをうまく活用さ
れると、今こんなことやりたいんだけどって相談されると結構手を貸していただけます。ぜひ
乱暴ですけども楽をしていいことができるような情報交換をしていただきたい。私どもも森づく
りの専門家ではないんですが、でも今は大概そういう方がおられますので、そういったことで
学校林の先生方のお手伝いができているところです。

先生）うちは学校林ではないんですが、年に２回自然体験活動ということで登山に行くんです。春は
森の案内人の方が付いてきてくださりアカマツ・トドマツの違いとか珍しい花や草の話とか、
ちょうど雨が降ったのでブナの木が水を根元まで集めて、雨水を枝を伝わらせてる様子とか
見れて感動して帰ってきたんですけども、そういった時に現地で弁当を食べて帰ってくる予定
でしたが、雨が降ったので降りてきたんですが、それでも３時間４時間でしたので我慢して
たって子が多かったみたいです。学校林で活動する時は簡易トイレがあることは一番望まし
いとは思いますけども。

司会）学校林のある学校で学校林活動をやっている先生方が異動で学校林がない学校に行ったら
どうなるんでしょうか。

先生）私は教師というのは、それぞれの地域の中でどれだけ最善のことを尽くすかということだと思
います。漁村であれば魚とかに関することをやるでしょうし、山であれば山のことを、その勤務
の間は山のことをやっても違う環境に行ったら違う環境に合わせるというのが最善のことだと
思います。大事なのは森林というものと違うもの、例えば水産業とか違うように見えるけども
そこで伝わるものはなんなのかと、そこをもってくのがやはり教師なのかなって私は考えます。

先生）私も同じような意見ですが、前は森なんか関係ない町の中の学校で、自分の意識の中でも本
当に例えば森の学習が出てきてもそんなに深く学習が出来ないというか関われない部分が
ありましたけど、今は学校林や森のある学校ですから、子供と一緒に感動することが多くて、
もし次の学校が無かったとして森の学習は今のようには出来ないけれど自分の中で森への
意識が変わってくるので子供たちとなにか違うという学習もそこに結びつくことがあるのではと
思っています。

先生）森というのは手段であって、低学年は森を知る、それが学年をおって環境だということになり、
それを知るための、森が近くなって森に入るという環境はあるけども、そこは違う環境では、
例えば工業地帯の学校であれば、そこから環境に対してどのように入っていくのかということ
だと考えます。

先生）学校林が何十年も続いていることを考えると、地域の人達が思いをもって学校林を築いてき
たのかなと思います。私たちが住んでいる地域の緑を増やしたいということでやっています。
学校のために何か役に立ちたいとか子供たちに何か伝えたいという思いがあってこそ学校林
が続いてきてることを教えたいと思って活動をしてきました。

司会）ハードの問題にしてもソフトの問題にしても情報をもっと集めてネットワークをどうやって組ん
でいくのかということで突破口を考えていくということが重要なんではないかと思います。
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先生方の意見交換会（第２グループ）

第２グループ

司会：大久保教授
先生：三和（森川）橋野（今西）広陵（内藤）菅守（安藤）

旭（吉田）河内（和田）託麻原（西橋）
主催：加藤（オイスカ）

司会）今日お互いに悩みを出し合って何か参考になるものを持ち帰ってもらえればと考えております。
実際、教育現場は大変だと思います。小さな学校は別の問題として、中規模校では地域力、
家庭力の問題といいますか、学校に委ねられる事がたくさんあります。学力低下とか正直な話
学校林どころではないのではとも思いますが、学校林活動を効率よくするにはどうしたらいい
のか、お互いの悩みを出し合って今日は話し合いをしたいと思っております。

先生）学校林を運営する上での問題点としては、何か活動をするとお金がかかります。うちの学校
では随分前に整備された樹木会計があって、学校林に関わる除草剤、芝刈り機、チェーン
ソー等を樹木会計により購入しました。しかし運営資金については、ありません。樹木会計を
順次使っている状況です。今後学校林を整備していく資金が問題点になると思います。今は
PTAで活動を手伝っていただいたり、今年度からは町の森林組合や外部の団体にも協力し

ていただいてます。教育課程については、森林教室又は学校林活動の評価をどう位置付け
るかということで、総合的な学習の一つの柱として活動しているところです。総合のカリキュラ
ム位置付けて運営しているところです。今のところ問題は見当たりません。

先生）昨年まで小学校は小学校中学校と一緒で２４名いたんですが、中学校統合で８名になりまし
た。そのため学校林の管理が子供たちと教職員と保護者の協力で植樹活動はなんとかでき
ますが、下草刈りや枝打ちといった活動は厳しくなってきています。学校の規模が小さくなっ
たために活動の規模も小さくしていかなければならないという課題があります。教育と関わる
部分では、学校林が学校から車で２０分程かかりますので、そう頻繁に行ける距離ではない
ので、学校林での活動は距離の関係で、私自身は物足りないと感じています。

先生）本校は全校児童が２６０名程で、３０年前に出来た小学校です。正式には学校林ではありま
せんが、校庭からすぐ入れる所にある市の緑地を３０年前に自然観察林という名前で始めて
ます。しかし次第に入らなくなって忘れ去られて、看板はかかってますが、ほとんど利用され
なくなてました。所有がはっきりしていないので、今でも木を伐っていいのか、道を作っていい
のか、手を入れる時には市の方にお話をして活動しています。長い期間利用されてかったの
で、１８年度に何とかしようということで、色々な方々に相談をかけて始めました。正式に学校
林ではないので、学校のお金も使えないし、市の方からも出ないということで、県の森林課の
方とオイスカの方と一緒にやらしていただいて、整備の時に松下電器さんに補助していただ
いて整備してきました。運営資金がありませんので、色んな補助金を申し込んだりして活動し
ています。教育課程の課題では、ずっと使われなかったので先生方の意識がまだ統一されて
ないところです。ですから教育体系に基づいた利用方法、カリキュラムの位置付けがまだされ
てませんので、思い付いた時に思い付いた事をやるという状況です。

先生）学校林での活動は、１・２年で生活科、３年以上で総合的な学習の時間を使って活動してます
が、総合的な学習の時間の狙いを考えた時に、それまで各領域で学習してきた知識を総合し
て使いながら子供の問題解決の力を伸ばしていくというのが本来的な趣旨だと思いますから、
それを学校林という素材を使うと非常に時間がかかります。例えば樹木のことを調査するにし
ても１限から通してやらないと、なかなか子供の成長が見られないところがあったり、自然が
相手ですから季節があるので、この時期にはこういうことというのが決まってきます。そうする
とそれと合わなくなってきたりして実際の時間数が確保できなくて尻切れトンボに終わってし

- 40 -



まう、本当は子供たちにじっくりと活動させて、そういう子供の能力を伸ばしたいんだけども、
なかなか時間が確保できないということ。それから素材はたくさんあるけども、それを先生が
知らないと展開が出来ないっていう問題があります。山の素材に対する知識が非常に困難
で、本を読んだだけでは分からない。例えば、この木は何だと聞かれてもなかなか答えられ
ない。子供に何を学ばせるかを考えた時に、先生の授業を展開していく力が必要であるし、
私たちの力だとうまく回っていかないのが現状だと思います。この素材はこの月にという一
覧はあるけども、それをどう使っていったらいいのかというのが１年間のカリキュラムを通し
て活動していくことが難しいです。それから維持管理ではと、今子供が全校で２０名、将来は
１桁になってしまう心配もあります。父兄の方や地域の方も人数が少なくなって協力を得る
にも大変になると思います。今は年２回間伐とか森林の整備をやってますが、それ以上は増
やせないと思いますし、本当はもう少しやりたいところがあるんだけども人数が少ないもんだ
から、地域も非常に協力はしてくれるんだけども、思ったようにはいかないなと。すべてが無
償の奉仕でやっていただいているので、お金も必要だと考えとしてはあります。

先生）本校は児童が６００人弱の学校です。今も増え続けている状況ですけ。課題としては、学年毎
の活動は出来るますけども、全校で活動するには色々と準備や手間がかかってしまい、オリ
エンテーションもやってますが、かなり窮屈な状況です。場所の確保などに対して心配されて
います。それと色んな教科とか児童会活動での利用をしてますが、授業数が厳しくなってきて
授業も充実させなければならないということで、活動の広がりをこれ以上作ろうとした時にど
んな教科でどんなことをやったらいいのか、具体的な活動例が分からないので、区切られた
時間内でというのが本校の課題だと思っています。ここ７・８年の間に看板を作ったり机や椅
子を作ったり巣箱を作ったり樹木に名前を付けたりといった活動はしてきたんですが、それ以
上にこれだけの人数でみんなが楽しめるような活動の具体例を学ばせていただきたいと思い
ます。

先生）本校の学校林は６年前にNPO法人里山倶楽部の弘川寺の

里山保全活動を炭焼きや伐採など色々な活動を子供たち
に体験学習させたいということで始まりました。今は月一度
町の保全活動ということで町もバックアップしていただき、
千年の森部会を設立して、地域の方や学校も入ってます。
少し予算をいただいているので、ノコギリ、カッター等使うも
のはそこから出していただいたり、維持管理は里山倶楽部
の方々が本当に手弁当で下草刈り等の学校林活動をする前の準備をしていただいてます。
活動は３～５年生で、６年生は植樹という形で学校林に学年毎に上がっています。１・２年生
は校庭内にたくさん森林があるので、そこで生活科や木に名前をつけたりは可能ですが、
バックアップがないと学校林での活動は難しいと予想されますので、それが課題です。活動
の継続については、やりたい先生がやりたい時にやりたい時だけやるというところから始まっ
たんですが、それでは続いていかないということで、カリキュラムで３・４年生では間伐を経験
し、６年生で植樹という流れは作りましたので、職員は転勤があるので活動をファイルにして
残すようにしています。教育課程の課題は、総合的な学習の狙いとするところの問題解決能
力、生きる力はなかな出来てませんが、森で楽しかった思い出を作ることが生きる力に、人と
出会って一緒に何かをしたり山の先生の生き方を学んだりすることが生きる力になるというこ
とで今やってます。

先生）本校は全校児童８４０名、１学年平均４クラスあります。１クラスは４０名近くいます。校区に田
や畑が無い街中の学校です。学校林は２時間も離れているところに所有してます。２０年前に
緑の少年団が先生と子供たち保護者の方が植えて、１年に１回細々と続けてきた活動です。
学校林があることさえ知らない人達も多いし、何か街中の子供たちのために活かす事ができ
ないかというところで、何か出来ることということで今少し力を入れてやっています。４・５年前
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から緑の少年団が結成して２０周年近くなるということで、間伐とか色んな活動をしてきました
が、少年団の子供だけが活動するのでなく、学校に帰ってそれを広げる、伝えることに力を入
れているところです。それまでは手弁当で行って保護者のボランティアで下刈り、枝打をやっ
てきたような状態でしたが１８年度に県税を利用した助成を受けて、森林組合に森林整備して
いただいたところです。教育課程には位置付けることはできませんが、学校林で学んできたこ
と、体験してきたことを児童集会で少年団として学校林の紹介をすることで拡げるという活動
をやっています。

司会）それぞれ条件は違うと思います。小規模であるとか都会にはあるが実際の所有はどこかわか
らないとか、それぞれ条件が違うわけです。そういう条件の中で学校林活動をしているわけで
すが、今の学校教育課程に位置付けるために、お金の問題が非常に大きいと思います。学
校規模が小さくなればPTA負担ではできないと、第３者と言いますか協力者からできれば支
援してもらいたいと、こういうところですね。お金の問題で、何かお互いに質問をしたいという
ことはありませんか？また指導者の問題もあると思います。どこの学校でもそうですが、充実
した活動にするのは指導者の力量が必要だと思いますが、指導者の問題いかがでしょう
か？実際教育課程に入れた場合ですね。指導者の問題と学校の中の問題と絡んだ場合い
かがでしょうかね。

先生）簡単なことは職員でもできますすが、間伐とか専門的な話になると素人では絶対できない。や
はり関係機関にお願いしてプロの方の力を借りないとできないと思います。うちは学校林だけ
じゃなく遊々の森でも去年活動しましたが、その時は九州森林管理局にお願いして実際に森
の中の探索や説明をやっていただきました。専門家の方ですからとても詳しく話してくださるし、
色んな作業も見せてくださるのでとても良かったと思います。学校の先生方はそういった機関
との間をうまくコーディネートすることを考えて、協力をお願いすることを考えていくといいと思
います。今の時代は色んな企業さんでも環境に取り組まれてますので、そういったところを開
拓していくと非常に有効かと思います。

先生）昨年度炭焼きをやったことで、昨年の冬に森林組合の方がわざわざ学校に来てくれて何か手
伝えることはありませんかと言っていただきました。その話が膨らんで今年度は学校林の間
伐材、トドマツなんですけども、チップにできませんかとお願いしたら、いいよってことで、チッ
プ工場にも連絡していただいてチップにしてるところも見て、触って、運ぶのも森林組合のト
ラックで３往復位してもらって、遊歩道に敷くときも手伝っていただきました。こういう繋がりか
ら学校林を進めていくしかないかなというのを感じたここ１年でした。

先生）私も人との繋がりで活動が成立していくというのが実感で
す。学校林活動は発見が一杯だと思うんです。山に何回
も足運んで色んな人と沢山出会って色んな話をすること
で私たちも大切さを本当に実感できるように、子供となに
かしたいのかというのは見えてくると思います。学校林活
動を継続していくことで職員も学べるし、子供たちも色んな
経験ができて、特に子供は山に入るととてもいい顔をする
んです。学校林が始まるまではゲームしてたり喧嘩してた
りギスギスしてたような感じでしたが、山に入るとすごくい
い顔して楽しそうな顔して、友達と楽しくニコニコと会話してるんですね。子供がイキイキとして
楽しそうにしてる姿を私たちも見ることで、継続してやっていきたいと思います。やはりボラン
ティアで３５０円位の給食だけで仕事休んでいただいてやってもらっているので、本当に申し
訳ないなあと、甘えさせてもらって活動を続けてるんですけど、予算のこと、継続させることと
予算のことが本当に切実な願いです。
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先生）続けていくにはどうしたらいいのかと思ってます。同じ山のプ
ロを何年間かお願いしてますが、そうするとその方も子供た
ちも親近感がでてきて、来る度に仲良くなってます。先生方も
同じ先生が来るので、より親しみやすくなってますけども、人
事異動でぱっと変わってしまうと後を継ぐ人がいなくて、また
１からということになってます。

司会）周りの支援、サポートが必要ということですよね。今ここにおられる方は行政機関との連絡が
ある程度とれるからいいけども、学校林がない学校の先生達は学校と行政は関係ないと考え
ていたのは事実ですよね。行政の人と連携がとれないと、学校林の活動というのは輪が拡が
らないわけですよね。県の人が来てくれたから始めたという形ですよね。実際問題としてどう
いう手立てでやれば活動資金を補助してくれるかってことを知らないですよね。行政とか第３
者から、こういう方法があると、教育課程にうまくあえば、指導者もいるよと、ということになれ
ば継続していくわけですけどね。それから、熱心な先生がいると継続していくわけですけども、
ところがその先生が人事異動でいなくなるとそこで中断することはないですか？

先生）木に古い名札が付いていますので、好きな先生がいた時はおそらくやっていたと思います。
やはりそういうことを避けるために地域の人を巻き込んで教員が変わっても、地域の公園な
んかを管理されてるグループの方とか、それから県の方を入れて保全委員会を立ち上げまし
た。学校と地域と行政とオイスカの方にも入っていただいて、NPOの人達にも入っていただい
てます。だから今度は途切れることはないと思ってます。そういうはっきりした場があれば続く
んだと思ってます。

司会）今の話は委員会を作って、そして校長が変わろうと変わるまいと学校として委員会という組織
の中で動いているから継続はありうるわけですね。次に中身の問題ですが、総合学習の領域
で考えた場合にどうですか？先生方満足されてますか？

先生）内容の行き詰まりということで、我々の感覚としてメニューが決まってくると思うんですよね。そ
れを広げるようなメニューを考えつかないと、もっと奥に入って遊歩道作るかみたいなところま
でしか入ってないんですよね。そのあと一体どうするのみたいな。虫探すとかね。やっぱり行
き詰まりというようなものを感じます。

司会）内容の発展性の問題ですよね。例えば４年生が間伐した材料で何か作ると。それはそれでい
いことです。でも他にはってことで内容を考えた場合に、もっと発展的な問題ですね。例えば
大きい学校林はいいんですが、小さい学校林は間伐したらなくなってしまう。来年どうするの、
伐るところはなくなってしまうという悩みがあります。

先生）うちは遠いところにあるので、頻繁に活用できないのですが、学校林で学んだことを他の子供
たちに広めたいのかというと、都会の子供たちに森に興味・関心をもってもらいたいというの
が一番なんです。そのきっかけになれば思ってます。少しでも森に関心を持つ、それがひいて
は環境に関心をもつということに広がっていけばいいかなと思ってるんです。だから間伐を体
験する必要もないし、できないところも一杯あるわけですから。お金が無い、学校林が遠い、
そんなのもう悩んでもしょうがないことなので、いまある現状をどう活かすかというのを考えて
いるところです。私としては他の教科と繋がりを持たせて効果の上がるようなやり方で授業を
進めていきたいといつも考えています。校庭では総合的な学習で３年生は校庭の樹木・植物
を観察するという授業をしています。森林管理署から来て頂いて校庭の樹木の説明をしてい
ただくと同時に森林教室を開いています。５年生では宿泊教室に行く関係で昨年から遊々の
森活動を入れました。社会科で森林体験、実際に山で見たことと教科書で学習することが結
びつくことで効果が増すと考えています。
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先生）うちは学校林が０．８haくらいの広さで小さいので、生活科にしろ総合的な学習の時間にしろ、

ある環境の中で子供達が精一杯出来ることをしていく。うちの場合は隣にあるので毎日行け
るんですよ。毎日行けるという良さを使っていくという方法をとっていきたいなと考えてます。
広くない場所でも、それならできることを考えていくことが子供にとって生きる力なり総合の狙
いに通じるんだろうと思ってるんです。

先生）学校林の活動が、総合的な学習の時間、今までならったことを利用する時間とは言いながら、
学校林の活動そのものは新たに知識や技術を獲得しなくてはならない。必ずそこに難しさが
あると思うんです。例えば工作をするにしても、ノミを使うのは子供はその時間初めての技術
で、それを獲得しないとできないだろうし、野鳥観察や樹木観察でも教科書には載ってないこ
となので、生態そのものも新しい知識を自分で獲得していかなければならない。そういう負担
があるので面白いのですが子供たちはそういう難しさがあって、あるいは私たちもそういう難
しさがあるので子供は喜ぶんだけども最終的に尻切れトンボになったり、広がっていかないと
か、同じような活動になってしまうとかそういうところがあるのかなと思います。それをどこでど
うやってクリアしていけばいいのか、これから考えていかなくてはならないと思います。

司会）結局それぞれ条件、環境が違いますから、その条件に合った、その環境に合った学校林の活
用を考えなければならない。ですから木が沢山あって伐採するというものを生かすのも結構
ですし、そうでないところであれば、そうじゃない活かし方を結局ここにきてる先生方１人１人
がそういう意気込みでやることが重要だという結論ですね。資金の問題、内容の問題、環境
を活かした学校林活動をすること。そして継続するためには委員会など設立して維持していく
というとこでよろしいですか。そして行政などの協力なくしてはダメですということで締めたいと
思います。
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★第１グループのまとめ（発表者：永田教授）
第１グループのまとめということで、ハード面の課題としては、学校林が遠いので使いにくいとい

 

う意見が出ました。それから、継続性の問題についても非常に悩みが大きい。それから安全性の

 

問題をどう確保していくのか。そういったことが問題点として上げられました。
それに対して例えば遠いところにあることを解決しようとしても学校林を近くに持ってくるわけに

 

はいかないので、一つのやり方としては、近くにあるものでそれを置き換えるということです。具体

 

的に近くにある森林で使えるところを使える形に変えていく、あるいは学校の中の緑地をそれに

 

変えていくことができるだろうと思います。また、情報をどうやって手に入れていくかということにつ

 

いて、学校林活動を一生懸命やっておられる先生方、あまりに一生懸命やるために疲れてしまう

 

ということではかえって続かなくなるでしょうし、楽できるところは楽をする、学校の先生方は忙し

 

い訳ですので、やっていくことができないわけです。こういったところは、学校林は文科行政と林野

 

行政の狭間にあるわけで、森林をどうやって管理していくのか、森林をどう使っていくのかについ

 

て情報を得るように情報交換を進めることが大事だと思います。情報交換のある場所としては、

 

一つは国有林の営林署・事務所というような所があります。国有林はプロですので、こういったと

 

ころからも知識を得ることができます。それから公立の学校の場合は、市町村から知識を得ること

 

もできるでしょう。それから森林組合からもこういったノウハウは受けられるはずです。こういったノ

 

ウハウを得て楽をするような方法を考えていただきたいということです。
それから、学校の間での情報交換をもっと進められてもいいのではないかなと思います。
安全の問題についても、こういった所からの情報を得ることによって回避することができるでしょ

 

うし、実際にそれを行うための助成金を得るためにも、こういったルートというのは使っていくこと

 

ができるのではないかと思います。
色々な課題が出てきたんですけども、私からのまとめとしては以上にしたいと思います。

★第２グループのまとめ（発表者：大久保教授）
最初に一番の問題はお金の問題です。それぞれの学校の立場がありますけども、学校が小さく

 

なれば、例えばPTAでまとまったものが払いきれないとか、何かするにもお金がかかる。そういっ

 

た場合に大事なところはやはり公的な機関ですか。その県とか市とか。あるいはオイスカさんを通

 

じて民間の力を得るとか、そういう財源確保が非常に問題になるということですね。ただ財源確保

 

の問題の中で、学校林の輪を拡げたいという場合に、学校林を現に持っている学校はもっと多い

 

わけです。実際に学校でもなんとかお金を得たい。学校の先生はお金がどっから出てくるのか分

 

からない先生が多いです。ところがある小学校では県のほうから積極的にPRがあったから非常に

 

助かったという話があるんです。学校の先生はお金については変な話ですが無知なんです。ぜひ

 

行政機関あるいは民間の機関でこういうお金が使えるだとか、こういう補助金があるというような

 

ことをPRしてもらうと非常に楽なんです。

また、実際に小学校の先生が中心ですから、小学校の教科は８教科もありますから、道徳があ

 

ります特別活動があります色んな面があります。そうした場合に学校林の専門的なものについて

 

はとてもまかないきれない。そうしたそういうところでも地域あるいは行政の人達がこういう先生が

 

いるがどうだっていうPRがほしい。そういう結論でございます。

なお、学校の内容については、それぞれの学校の立場、立地条件、環境がありますから、その

 

環境に合わせた学校林の活動をするしかないと、ただその環境をより良い物にしていくという先生

 

達の意識が高まると継続していくんじゃないか、更には発展するんじゃないかと。そして学校林の

 

活動が継続するためには委員会組織をつくるとうまくいくのではないかと、地域の人、行政の人、

 

学校の先生交えた、そういうふうな組織をつくると、委員会をつくると。この校長のときは良かった

 

けども、次の校長の時はなくなったということじゃなくて、学校に組織を持ってるわけですから、継

 

続するわけですよね。そういうふうなことをすると継続するだろうと。主なことは話されましたので

 

報告しておきたいと思います。
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